
施設キュウリ産地の維
持・強化に向けた支援

館林地区農業指導センター

報告事例番号①

計画年度：平成３０～令和２年



1.課題設定の背景と理由

邑楽館林の特徴

群馬県の東端
渡良瀬川・利根川に挟
まれた平坦な水田地域
・豊富な水
・冬季の日照量が多い
昭和30年代から取り組むキュウリ栽培
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JA邑楽館林 (令和２年度)

生産者 ：約550戸
出荷量 ：約16,260t/年
占有率 ：ＪＡ青果出荷額 51％



1.課題設定の背景と理由

30a以上 30a以下

ハウス面積

生産者の特徴

水稲との複合経営
平均規模：約16a

平均反収：約20t/10a

平均年齢：66.7歳
個別選果
家族経営
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60代以下 60代以上

生産者の年齢構成

栽培暦

小規模経営体が
支える大産地

(平成30年)



担い手の減少に伴い、
5年後、約35％も出荷量が減ってしまうかも⁉

1.課題設定の背景と理由

約74％

キュウリ出荷量および生産者数の推移
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担い手の減少に伴う生産量の減少
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産地生産量の維持

・新たな担い手の確保・育成
支援１-１

邑楽館林施設園芸等担い手受入協議会の支援
支援１-２ 各種研修会等の開催

・キュウリ生産量の拡大
支援２ キュウリ栽培技術の高位平準化
支援３ 雇用を利用した個別農家の面積拡大
支援４ 施設内環境制御による単位収量の増加

２支援事項と解決手法
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キュウリ H29
基準年 H30 R1 R2

目標年

出荷量 (千t) 18 18 18 18

新規就農者数 7 7 8 9

先進技術導入生産
者数

20 25 32 32

３目標年次の姿（ビジョン）
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新規就農者の確保と育成を図るとともに、先進
技術の導入と生産者への波及を図り、現状の出荷
量を維持する。



邑楽館林施設園芸等担い手受入協議会の設置(H27)

構成員
管内各市町、東部農業事務所農業振興課、
館林地区農業指導センター、ＪＡ邑楽館林

活動
受け入れ体制整備のためのマニュアルの作
成・受入れ先進地視察・ＰＲ用グッズの作成
新規参入者の募集、育成

４活動経過及び結果
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支援1-1 邑楽館林施設園芸等担い手
受入協議会の支援



新農業人フェア

農家見学会

募集ポスター
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7～9月 新農業人フェア等へ参加
市町広報誌、ＨＰ(第一次産業ネットなど)

10月 参入希望者への現地見学会
11月 キュウリ作業農家体験
12月 長期研修申請

４活動経過及び結果
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H30 R1 R2 R3

現地見学会参加者数 ３組４名 ６組７名
２組３名(コロナ禍の
ため個別実施)

研修生受入れ数 0名 0名
2名(内1名は露地ナス
研修期間1年)

2名

令和２年度はコロナのために活動が制約



・基礎講座の開催
農業機械、
土壌肥料、
病害虫、
先輩農家見学等

４活動経過及び結果
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支援1-２ 各種研修会等の開催

講習会等 H30 R1 R2
農業基礎講座

延べ参加者
4回開催

39名
1回開催

12名
3回開催

22名

基礎講座



・複式簿記講座の開催
（東部普及指導課主催）
・キュウリステップアッ

プ講座の開催

４活動経過及び結果
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支援1-２ 各種研修会等の開催

講習会等 H30 R1 R2
キュウリ栽培講座

延べ参加者
3回開催

33名
2回開催

7名
研修会等17回

219名

ステップアップ講座



・キュウリ若手栽
培者の自主研究会
の活動支援
（スタディークラブ）

４活動経過及び結果
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支援1-２ 各種研修会等の開催

講習会等 H30 R1 R2
自主研究会

延べ参加者数
3回開催

22名
1回開催

11名
研修会等14回

144名

自主研究会の会合



全キュウリ栽培農家を対象とした講習会の実施
ＪＡと共催により

令和2年度 栽培コンサルレポートの配布(5回)
（新型コロナウイルス感染予防のため集合研修

の中止）

４活動経過及び結果
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支援２ キュウリ栽培技術の高位平準化

H30 R1 R2
栽培研修会 2回 延べ65名 2回 延べ65名 7回 ﾘﾓｰﾄ開催
現地研修会 5回 延べ71名 5回 延べ71名 7回 ﾘﾓｰﾄ開催
品種検討会 4回 延べ285名 4回 延べ285名 資料配付のみ



栽培講習会

現地研修会 配付資料
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経営管理研修会の開催
H30・Ｒ１

経営コンサルタントの講義
Ｒ２

労働基準監督署、
社会保険労務士
雇用導入農家からの説明

４活動経過及び結果
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支援３ 雇用を利用した個別農家の面積拡大

H30 R1 R2
経営管理研修会 雇用管理研修

1回 33名
経営意識研修会
1回 36名

雇用研修会
3回 延べ40名

雇用導入農家から説明



米麦と施設キュウリ
作業分離

新規就農者、女性農業
者への代かき講習会

４活動経過及び結果
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支援３ 雇用を利用した個別農家の面積拡大

H30 R1 R2
代かき研修会 3名 5名 6名

代かき講習会



経営相談所の利用
(キュウリ農家 3戸)

規模拡大希望農家に
対してスペシャリスト

派遣

４活動経過及び結果
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支援３ 雇用を利用した個別農家の面積拡大

H30 R1 R2
経営相談所派遣 2回 4回 1回

スペシャリスト派遣



栽培環境の見える化・見直し（H30～R2）
・施設内環境モニタリングで課題発見。
・改善のために先進技術の導入（炭酸ガス発生機、日射比
例かん水設備等）。

外部専門家による技術指導（R2）
民間の栽培コンサルタントによる先進技術の指導。

生産者による勉強会活動の支援（H30～R2）
情報共有や技術研鑽のための勉強会（スタディクラブ）

の活動を支援。

４活動経過及び結果
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支援４ 施設内環境制御による単位収量の増加
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イメージしやすい短期間の目標を示す

クラウドを活用したデータのリアルタイム共有

実績（出荷量）を生産者に記録してもらうこと！

施設内環境のモニタリング



肝心の出荷量は？

着実に成果が出始めている。
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20t→24t/10a 

UP！

出荷量（Ａ氏、平成３０年1月～5月、平成３１年1月～令和元年5月）

環境制御技術の取り組みの成果



キュウリ H29
基準年 H30 R1 R2

目標年
達成率
％

R5
次期目標

出荷量 (千t) 18
目標 18 18 18

94.4% 16
実績 17 17 16

新規就農者数 7
目標 7 8 9

34.8% 2
実績 4 2 2

先進技術導入
生産者数

20
目標 25 32 35(32)

106% 42
実績 28 33 36

４ 活動経過及び結果
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新規就農者の確保と育成を図るとともに、先進
技術の導入と生産者への波及を図り、現状の出荷
量を維持する。

注）(数字)は当初の目標。達成したため上方修正した。
達成率は、出荷量はR2の実績、そのほかの項目は各年度の達成率の平均。



・担い手協の支援体制の強化
先進地視察
研修生、受入れ農家の意見収集

・農家後継者の掘り起こしと支援

・経営継承など新たな形での経営の継続
空きハウスの提供→経営継承

５残された課題と今後の対応

新たな担い手の確保育成
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・雇用管理技術の習得
人材の確保・法人化の支援

・施設園芸と水田作の共生
水田作業請負農家の育成

・出荷労力の軽減
選別調製の見直し

・施設内環境制御技術の普及
ネットワーク化・コンサルの導入

５残された課題と今後の対応
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キュウリ生産量の拡大


